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次号予告 2023年 5‒6月号

編集後記

昨 年末、家族に陽性者が出たこ
とで、自宅軟禁的な生活を強

いられました。外に出ず、ひと箇所に
ぎゅっと集っての暮らしは、普段から
同居する家族にもかかわらず、いや、
家族だからこそ、息が詰まるような感
じがありました。家族ではない人に向
けないであろう期待を、家族というだ
けで向けてしまい、しかしあえなく散る。
それに摩耗する。そんなこともあったよ
うな……。家族とは難しいものです。
▶自分が経験してきた家族を物差し
に、「家族ってこういうものでしょう」と
考えてしまいがちです。だからなので
しょう、特集内の実践報告のケースを
読んだとき、「なんでそういう行動になっ
てしまうのだろう？」と正直思ってしまい
ました。でも、執筆者の方々が示して
くださったように、渡辺式を用いて距
離をとって別アングルから状況を観察
し直すと、不合理に思えた家族の言
動にも納得がいくから不思議です。
渡辺式の状況整理の方法論は、家
族以外の関係性においても役立ちそ
うです。▶今号から新たにスタートす
る連載があります。暮らしの中の思い
やモヤモヤに言葉を与えてくれるもの
になりそうです。…小池

特集

一段上の緊急訪問
急場をしのぐ対応から、�
暮らしをつなぐケアへ
訪問看護において避けられないのが緊急訪問。緊急で訪問を要するような症状
悪化やトラブルをきっかけに、本人が望む在宅療養の継続が危ぶまれることもあり
ます。
緊急対応時の対応を洗練させることで、その後の療養生活を穏やかなものにでき
るのではないか。では、どんなことに目配りし、工夫を講じればよいのか。
具体的な事例を通して、考えていきます。緊急訪問をより質の高いものにするため
の特集です。

一段上の緊急訪問を考える
◉佐藤文俊

【事例で考える】
❶見逃し注意ケース｜呼吸困難感を訴える療養者
❷よくあるケース｜膀胱留置カテーテルを利用する療養者
❸�頻回になりがちなケース｜がん性疼痛コントールを要する
療養者

◉佐藤文俊

特 別 企 画

訪問看護における有害事象
「訪問看護従事者の事故」「訪問中、利用者に発生する事故」
◉柏木聖代／森岡典子

※一部変更となることがあります。
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